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観光による災害復興の類型化と目指すべき方向性 

 
Categorization and Future Direction of Recoveries by Tourism 

 
 

井 出  明 ＊  

          Akira  Ide      
 

摘 要 

  Recently, as tourism has started to be recognized as one of the main industries, the necessity of discussing the positioning of 
tourism in recovery processes has risen. Among the areas whose main industry before a disaster was tourism, there are places 
which failed to economically recover due to bad rumors. On the other hand, some communities have worked hard after a disaster 
and achieved regional development that went beyond economic recovery. Moreover, some places which had never been tourist 
sites have been focusing on tourism after a disaster. In this paper, I would like to review the recovery processes from a standpoint 
of tourism industry, and propose what role the tourism industries should play. Finally, the future direction about tourism in disaster 
areas will be represented. 
 

 

Ⅰ．はじめに 
 

観光産業は代表的な余暇産業とされ，平時の経済活

動であると認識されてきた．そのため，災害発生時以

降，経済活動としての観光産業は活動を停止し，社会

経済が復興するまで何も出来ないという状況に陥る例

が多かった．しかし，観光産業は直接効果で約 23 兆円，

波及効果まで含めると 55 兆円にも達する巨大な経済

規模を有しており，もはや「基幹産業」としての地位

を有していると言っても過言ではない．にもかかわら

ず，これまでの復旧・復興は製造業を中心とした従来

型の基幹産業の復興を待ってから，後手として観光産

業の回復を目指すことが多く，結果的に観光産業が成

り立たなくなってしまうという状況に陥ることも多い．

筆者の調査によれば，災害発生後かなり早い段階で観

光復興に取り組み，成功した地域も多い一方で，観光

が主要産業であった地域では，風評被害等の発生によ

り経済的回復がおぼつかないところもある．本稿では，

観光産業における復興の可能性を類型的に述べるとと

もに，観光産業の復興の目指すべき方向性について述

べた上で，具体的方策にまで言及したい． 

 

 

Ⅱ．観光による復興の類型化 
 

観光による復興を類型化するにあたり，４つのパタ

ーンをプロトタイプとして提示しておきたい． 

A 類型 災害発生以前より観光地であり，災害発生

後も観光地として成立しているパターン 

この類型は，さらに二類型に分けられる．すなわち，

従来と同様のマーケティングや客層を維持しているパ

ターン（A1）と従来と異なったマーケティングと客層

に変化したパターン（A2）の二系統である．前者のパ

ターンの典型例は，タイのプーケットであり，客層（＝

外国人富裕層）もマーケティング対象（対外国人マー

ケティング）も変化していない．A2.パターンは，阪神・

淡路大震災以降の有馬温泉が典型例であり，震災以前

は関西の中高年富裕層を中心に，各旅館が独立して行

っていたマーケティングが震災以降，劇的に変化して

いるが，この内実については次章で詳しく述べたい． 

B 類型 災害発生以前は観光地ではなく，災害発生

後に観光地として繁栄したパターン 

実はこの類型に当てはまる実例はあまり多くはない．

近年では，三宅島が火山の噴火に伴う岩礁の変貌によ

り，マリンスポーツの場として脚光を浴びつつある．

また，“観光地”というほどの広域性を持ってはいない

が，サイパンのバンザイクリフ，広島の原爆ドームな

どは，“負の遺産”に纏わる観光名所として集客性を有

している． 
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C 類型 災害発生以前は観光地として繁栄していた

が，災害発生後に観光地としてのにぎわいを失ったパ

ターン 

観光学の立場からもっとも研究される類型がこのパ

ターンである．観光が従来から主要産業であった地域

が被災した場合，計画的な復興への道のりを歩まない

と地域が立ち往かなく危険がある．実際，雲仙，ニュ

ーオリンズ等，洋の東西を問わず観光で成り立ってい

た街が災害を機に衰退していく例は枚挙にいとまがな

い． 

D 類型 災害発生以前は観光地ではなく，災害発生

後に観光開発したものの失敗したパターン 

B 類型同様このパターンもあまり例がないが，オウ

ム事件に揺れた旧上九一色村は一つの典型例である．

1997 年，旧上九一色村のオウム関連施設跡地周辺に，

ガリバー王国としてテーマパークが誕生したが，1999

年経営が破綻し，2001 年に廃園となっている． 

 

 

Ⅲ．分析 

 

前章で試みた類型化を表の形で表したものが表１で

ある． 

 

表１ 観光による復興の類型化 

  

従来より観光地 

 

 

新規の観光開発 

 

 

成

功 

 
A1 

 
B 

 
A2 

 
 

失

敗 

 

C D 

 

観光による被災地の復興，あるいは被災した観光地の

復興を成し遂げるためには，成功体験である A類型およ

び B類型の成功要因を分析するとともに，さらに失敗し

たC類型とD類型の失敗原因を追及することが重要であ

る． 

 

(1)  成功要因の考察 

本節では，まず成功体験である A類型の分析を試みる．

A1 の類型は，従来と同様のマーケティングや客層を維

持しているパターンであり，例として前章ではプーケッ

トを取り上げた．このプーケットの事例は，災害発生後，

諸外国が観光で生活しているプーケットという地域の

特殊性に配慮し，援助の一環として復興のための観光客

を送り出したことによって成し遂げられた成功事例で

ある．タイプーケット日本人会の WEB サイトのリストを

見ると，日本の大手旅行会社のプロモーション事例だけ

を挙げても“HIS プーケット島復興へのメッセージ”“近

畿日本ツーリスト 復興支援ツアー「元気です！プーケ

ット」”“JTB 東日本 プーケット復興支援企画”“日

本旅行 がんばれ！プーケット ”“ジャルパック 復興

支援ツアー「待ってるよ！プーケット」”などがあり，

これらのサポートによってプーケットの復興は急速に

進んだと言えよう． 

まちづくりの事例として参考になるのは，A2 の有馬

の事案である．有馬は，震災以前は各個別のホテルが独

自に集客し，泊まり客中心の温泉地であった．しかし，

震災発生後，神戸市北区にあった有馬温泉自体には物的

被害が少なかったにもかかわらず，有馬が“神戸市内”

にあったことからいわゆる風評被害が発生し，観光客が

激減した(1)．この事態に，地元の温泉業に携わる者達は

危機を感じ，有馬温泉再生のために様々なプロジェクト

を計画していった． 

この有馬温泉の事例について，具体的数値を交えて考

えてみたい．神戸市観光交流課提供の図１によれば，阪

神・淡路大震災発生直前の有馬温泉の入れ込み客数は

170 万人程度であったが，震災発生の年は 102 万人にま

で激減している．これが各旅館の経営に影を落とすこと

になったが，震災の影響による客足の低下は各旅館の個

別努力だけでは乗り越えられないほどの壁であり，地域

全体での取り組みの必要性が認識されるようになって

いった．日本観光学会第 91 回全国大会のシンポジウム

における金井啓修氏の発言によれば，有馬温泉地域の活

性化のために，それまで一泊型の泊まり客中心で，昼は

閑散としていた当該温泉地に滞留客数を増やし，同時に

滞留時間を延ばすために，立ち寄り湯として各旅館の内

湯を巡ることのできる手形を発行するなどの手法をと

っているとの報告があった．この他にも有馬では，休日

の昼の日帰り旅行を企画したり，チェックアウト後の散

策を充実させためのまちづくりなどが進んでおり，もは

や有馬温泉の再生が，各旅館単位ではなく，地域全体の

プロジェクトとして取り組まれていることがわかる． 
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図１ 有馬への観光入込客数 

（神戸市役所提供） 

 

このような対策が功を奏してか，有馬温泉の入れ込み

客数は平成 15 年辺りから劇的な回復を見せ，「高値安

定」の伸びを見せている． 

この例からは，被災からの再生過程において，これま

で盛んではなかった地域の交流が密となり，それが結果

的に観光復興に寄与することが出来たと捉えることが

できる． 

次に，B 類型について考えたい．B 類型は，従来観光

地でなかった地域が，災害を経て観光で復興するパター

ンであるが，三宅島の事案は地形の変化がたまたまマリ

ンスポーツに適したものになったという例外的事例で

あり，政策的に誘導されたものではない．また，例とし

て挙げたサイパンや広島の事例は，負の遺産とも言える

ネガティブな観光資源以外にも，近隣に魅力のある観光

資源が存在しており，バンザイクリフや原爆ドームが単

体で観光客を集めているわけではない．どだい，観光産

業による経済波及効果を期待するためには，ある程度の

滞在が必要であるため，単一の観光資源だけで観光開発

をすることは得策ではない 3)． 

 

(2) 失敗原因の考察 

ここではまず，前章で C 類型としてカテゴライズし

たグループについて言及したい．災害発生以前に名の知

れた観光地であった地域が，被災後に寂れてしまう例は

かなり多い．前章では，ニューオリンズや雲仙を例に挙

げたが，これらの地域は定住人口が地域外に流出したた

めにコミュニティが崩壊し，結果的に観光産業が奮わな

くなったという説明を与えることが出来る．  

雲仙は，噴火前は年間 370 万人程度が訪れる巨大観光

地であったが，表２に見られるとおり，噴火後は長期低

迷傾向が続いている．また時期的には完全に同期して，

定住人口が流出してしまっている（表３）．実際，雲仙

の温泉に勤める職員は島原市からの通勤組が多いため，

温泉街が成立せず，夜に温泉情緒を味わうことが難しく

なっている． 

 

表２ 旧小浜町の入込客数 
年度 1987 1988 1989 1990 1991 ・・・・・・
観光客数 3,789,931 3,789,839 3,980,511 4,055,310 3,021,748
年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005
観光客数 2,931,026 2,765,922 2,738,412 2,733,210 2,733,210 2,475,110  

（年次版 全国観光動向による 単位人） 

 

表３ 旧小浜町の人口の推移 

 

   （旧町ホームページと国勢調査より 単位人） 

 

また，D 類型は地元の特性を考慮せずにテーマパーク

などを誘致した場合に見られる典型的な観光政策の失

敗例であり，被災体験が無くとも同様の失敗は数多く見

受けられる．身の丈にあった観光開発を行っておらず，

さらに集客予測を誤った場合にこの種の悲劇がよく起

こる． 

長期的に見れば夕張も D 類型に属していると言えよ

う．夕張は元来，石炭産業で栄えていたまちであったが，

エネルギー革命といういわば「天災」によって，それま

での町の基幹作業が成り立たなくなった．そこで観光産

業に活路を求めたわけであるが，当初は石炭の博物館等，

町の文化に直結した観光開発であったものの，次第に町

が持っていた固有の文化とは離れたハコもの型観光開

発に進んでいったため，来訪地としての魅力が薄れてい

った． 

 

 

Ⅳ．目指すべき方向性と提言 

 

前章の分析を踏まえて，具体的にどのような提言が可

能であろうか． 

 

(1) 成功要因からの提言 

まず，A2 の成功事例からは，観光産業がホスピタリ

ティ産業である以上，コミュニティの維持と発展は絶対

に必要であるという結論を導くことが可能である．観光

という体験は，数日間にわたって非日常の空間に身を置

き，自らをリフレッシュさせるため，一人の接遇で良い

休息を得られるわけではない．観光地として成立するた

めには，快適さを提供するための空間と受け入れ側の体

制が必要である．また観光は，ある特定の一つの施設を
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楽しむというあり方は希であり，多くの観光体験は地域

を味わうことによって得られる．さらに，観光による地

域再生を考えるのであれば，特定の企業のみが一人勝ち

するような観光振興は地域政策の観点からは不毛であ

る．より具体的言えば，和倉温泉タイプの特定施設依存

型の観光では，地域全体の活性化にはつながらない．地

域全体の活性化のためには，城崎温泉なり白浜温泉なり

の建物の外に客が出て，客が地域を散策し，地元の人々

とふれあいながら地域に金を落とすというタイプの観

光行動が必要となる．換言すれば，観光による地域再生

は，「鶏と卵」のような関係にあり，コミュニティの維

持と再生こそがより意味のある観光行動を可能にし，そ

れによって復興が実質化していく． 

B のタイプの成功を政策的に導くためには，観光を

“点”ではなく，“面”で捉えることが重要となる．つ

まり，被災関連ポイント以外にも魅力のある観光資源を

開発・開拓し，地域への長期滞在を誘引する必要がある．

例えば広島の観光資源として原爆ドームは大変大きな

重要性を有しているが，観光客の多くは原爆ドームのみ

を目的としているわけではなく，厳島神社等を含めて面

としての広島を楽しむために訪れている． 

なお，A1 のプーケット型の復興は，極めて限定的な

条件の下でしか達成されない．A1 は，被災していない

地域が被災地に組織的に観光客を送り込む政策を指し

ているが，これはプーケットが純粋に観光で成り立って

いる地域であったからこそ可能な対応である．日本の多

くの観光地は，純粋に観光産業だけで地域が成り立って

いるところがほとんど無く，観光学の世界で当てはまる

事例と考えられるのは湯布院ぐらいである 4)．通常の観

光地では，地元の人々の日常生活が営まれており，そこ

に組織的に観光客を送り込むことは難しく，また行く側

にとっても精神的負担となる．これは，阪神・淡路大震

災の際の淡路島観光にも当てはまる例である． 

 

(2) 失敗原因からの提言 

他方，失敗カテゴリーの C の類型を鑑みるとき，観

光業に特化したコミュニティの創出や維持を外側から

オーガナイズする必要性が感じ取れる．成功事例で見た

有馬の事例は自然発生的なものであったが，だからとい

って行政をはじめとする公共部門が何もしなくて良い

ということにはならない．行政側が観光業のコミュニテ

ィ維持のために手を打たなかった雲仙やニューオリン

ズの事案では，先述の通りコミュニティが崩壊してしま

った．町内会をはじめとする地縁コミュニティは積極的

に維持しないと壊れやすい側面を持っている 5)．したが

って，行政なり商工会議所なりの何らかの公共部門が，

コミュニティ維持のために初期の段階で乗り出す仕組

みを作ることが重要である． 

最後に失敗事例の D 類型から導ける提言を考えてお

きたい．現在日本政府は「ようこそ日本キャンペーン」

を展開し，観光開発に力を入れている．しかしこの流れ

でハコモノ開発へ邁進することは得策とは言えない．前

章では，この類型として旧上九一色村と夕張を挙げたが，

この二つの事例は外的な要因で既存の産業が立ち往か

なくなったときに，安易にハコもの頼りの観光開発を行

うことが，逆に地域を疲弊させてしまうことを如実に実

証している． 

観光の本質は，これまで自分が気づかなかった文化や

文明に触れることで，自己啓発や自己実現を行うことに

あるため，その地域の特性を無視した観光開発を行った

としても集客は難しい． 

失敗が懸念される身近な例を考えれば，三宅島の観光

復興過程が挙げられる．火山噴火に幾度と無く見舞われ

た三宅島であるが，現在は観光復興の気運が高まってい

る．2000 年の噴火による全島避難の期間があったため

に，人間の手が全く着いていない遷移を観察することが

出来る．また太鼓や蒸留酒製造など，非常に興味深い文

化的特性を持っているため，エコツーリズムの専門家や

文化観光の心得のある者がプランニングを行った場合，

地域の自然・文化を活かした観光開発が可能になる．し

かしながら，現在の三宅島で現実にオーガナイズされた

観光復興は都知事主導のバイクレースであり，地域が元

来有していた資源とは全く関係がない．この種の観光復

興は，地域の「光」を見せているわけではなく，むしろ

前述のガリバー村や夕張に近い失敗要素を抱えている

と言えよう．地域の自然を生かし，文化を掘り起こすこ

とで観光復興につなげるべきであるが，具体的手法につ

いては本章別項の“ゲートウェイとしてのエコミュージ

アム”および“アートマネジメントの重要性”において

述べる． 

 

(3) ゲートウェイとしてのエコミュージアム 

災害からの復興には，長期にわたる年月が必要であり，

ハードウェアが復旧した後も人々の精神的な傷は残る
6)．観光という営みは復興に何らの貢献も出来ないので

あろうか． 

この点につき，観光の集客構造を変化させることは，

復興を考える上で大きな意味を持つ．従来型の団体観光

では，大型バスで観光地に乗り込み，名所や旧跡を回っ

て写真を撮り，夜は旅館で食事と風呂を楽しむというも
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のであった．このような観光行動をとった場合，地元民

とふれあう機会がないばかりか，観光客は自分で積極的

に観光地の文化や習俗と交わらないため，地域への愛着

がわいてこない．観光という営みが，「平和へのパスポ

ート」といわれ，国際平和親善に役立つことは観光学で

は強調されるが，国内旅行ではこのテーゼはあまり重視

されていない 7)．団体観光に依存した地域では，災害が

発生した場合，その地域の行く末を心配する外部の人間

が少ないため，ボランティアの志願や義援金の供出など

を期待することが出来ない．団体旅行中心の地域にあっ

ては，個人旅行者を篤くもてなす観光構造に平時から変

化させるべきであろう． 

これまで観光開発されていなかった地域にあっても，

団体客中心の観光復興を目指すことは得策とは言えな

い．前述の通り，団体観光では地域への愛着がわかない

ため，復興の連帯感を共有することは難しい．そこで，

これまで観光開発されてこなかった地域に，災害発生後，

個人旅行客を引き寄せる“装置”を考える必要がある．

この“装置”は，具体的には災害の発生過程と復興過程

を訪問客に見せるための博物館・資料館を想定している

が，この種の“負”の側面を持つ展示物が潜在的に観光

資源になりうることは観光学以外の領域でも認識され

つつある 8)． 

また，このような博物館・資料館の設営については，

被災者達自身にとっても大きな意味がある．被災者は，

自分の被災体験の意味づけを欲しており，災害や事故が

風化していくことを避けたいという心情を持っている
9)． 

災害発生直後は，メディアも被災地を大々的に報道す

るが，その後，被災地は他地域から忘れ去られた存在と

なっていく．災害発生後，市民生活が落ち着いた早い段

階で，博物館・資料館を造り，個人旅行者にとっての観

光資源として PR をしていくことが重要であろう． 

この種の博物館・資料館はリアルタイムで展示内容を

更新していくことで，訪問者がその地域へのリピーター

として再訪する可能性がある．地域が再生していく過程

をリアルタイムで体験できる機会はあまり無く，再生過

程それ自体が貴重な観光資源なのである．この考え方は，

まさに日常の生活を観光資源として捉え，外部に向けて

発信するエコミュージアムの思想に合致する 10)． 

 

(4) 持続可能な観光（Sustainable Tourism）との関連性 

これまでの観光開発は，自然破壊とトレードオフの場

合が多く，観光施設の設置が地元にとってマイナスに作

用する場面も多かった．このような反省にたち，1970

年代からは世界的にエコツーリズムやサステイナブル

ツーリズムを重視する風潮が強まっている．被災地がそ

れまで観光地として知られていなかったとしても，それ

は「知られていなかった」だけであり，観光の目的地と

して成立し得ないということを意味しているわけでは

ない．地方においては，地元住民が地域の素晴らしさに

気づいておらず，来訪者がやってきて初めて地域の持つ

“光”を自覚する場面も多い 11)．被災後の個人観光が当

初，資料館・博物館から始まったとしても，地域の持つ

魅力に触れることで観光客も地元住民も相互啓発され

るという幸せな出会いもありうる．例えば，中越地震に

見舞われた小千谷は，戊辰戦争に関係した史跡があり，

歴史ファンにとっても興味深い観光対象が存在してい

るが，これは小千谷に対して興味を持ち，小千谷に対し

て検索なり調査なりを行わないと普通は気づかない魅

力である 12)．そして現地を訪問した歴史ファンは，地元

民と交流を行うことで地元の歴史に興味を示さなかっ

た地元民が地域を深く意識するという好循環が生じる．

これは先述の三宅島についても期待できる効果であり，

それ故，三宅島にもエコミュージアムが作られることが

望ましい． 

震災を契機とした観光振興については，従来巨大観光

産業が立地していなかった地域はあくまでもハコモノ

に頼るのではなく，知識・情報の流通を中心とした，経

験・体験・交流に主眼をおいた観光開発を心がけるべき

であろう．それが観光開発に伴うリスクを軽減させると

ともに，時代の潮流であるエコツーリズムやサステイナ

ブルツーリズムの意識にも合致すると言える． 

 

(5) アートマネジメントの重要性 

博物館を作ることが重要であったとしても，ただハコ

としての博物館を作れば良いわけではない．ハコだけを

作る博物館事業は，前時代的公共事業と何ら変わりがな

い．観光政策の一環として博物館を位置づけるのであれ

ば，計画段階からコンテンツや運営を見越した鳥瞰が必

要となる．ここでは，被災地における博物館の設置と運

営に関する具体的手法について言及する． 

 

ⅰ住民参加の必要性 

まず， 計画段階からの住民参加が必要である．博物

館をはじめとする公共文化施設は，現在では地元住民の

同意がなければ，運営することが難しくなっている．税

金を投入する以上，公の側では高次のアカウンタビリテ

ィが要求され，地域住民と対立的な公共文化施設すらあ

る．このような対立を回避し，地域の文化施設が地元住
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民と協調して成長していくためには，なるべく早期の計

画段階から地域住民が計画立案に参加すべきである．こ

の計画段階における参加とは，単に建物への要望を述べ

るだけではなく，本節の末尾で言及するコンテンツの選

定や，開館後の運営に至るまで，幅広いレンジで住民参

加を呼びかけることが重要となる．特にコンテンツにつ

いては，博物館の重要使命である資料の保存・収集と展

示に直結するものであるため，住民の意見を反映させる

ことは必須となる．地域住民が「何を残したいか」「何

を伝えたいか」という点について自由に意見を出しても

らった後に，博物館の側で集約やオーガナイズを行い，

具体的展示に反映させていく必要がある(2)． 

なお，博物館の構想・計画をたてていく際に，住民か

らの意見を集める段階で，まちづくりや地域振興のノウ

ハウのあるアーツマネジメントの専門家が関与するこ

とは重要である．地元の人々の思いをビジターに伝える

には，実はかなりの技術を要する．展示が独りよがりに

ならないためには，やはり“魅せる”専門家が必要とな

る． 

 

ⅱ コンテンツの選定について 

バブル期に開館した地方の美術館などでは，地域の文

化資源と無関係にコンテンツが陳列されている場合も

多い．しかし，エコミュージアムの思想は地域の「光」

を見せることに主眼が置かれるため，地域の文化や風俗

と無関係なコンテンツはどんなに名品であっても主役

として展示されるべきではない． 

例えば三宅島であれば，まず生態系の展示が求められ

よう．全島避難によって人間の存在を欠いた生態系の変

化が生じたが，ある一定期間，人間が存在しなかった場

合，自然にどのような変化が生じるかということを体系

的に教示できる地域はほかに例がなく，他に比類のない

絶対の観光資源となりうる．さらに，歴史上流刑地であ

ったことは，法制史の観点から大変興味深い展示を構成

することが可能である．また近年の観光資源の多様化は，

芸術・文化を楽しむ観光であるアートツーリズムの潮流

も生み出している．三宅島には，特徴的な民謡などの興

味深い芸能が多く存在しており，博物館ではこれらと接

触できるような仕掛けが必要であろう． 

最も重要な観光開発は，リピーターを育成することに

あるが，そのためには，特定のイベントや景勝地に頼る

わけにはいかない．地域の雰囲気なり人々の心意気に触

れることで，地域外にサポーターを増やす必要があるが，

このような人々が増えることはその地域が全国的なプ

レゼンスを高めるためにも重要である．地元の人々が，

これまで何を食し，どのような風俗習慣の下で暮らして

きたのかを辿れるようなコンテンツが必要である． 

 本項の最後の論点として，いわゆる「被災体験」が

観光資源となる可能性についても言及しておきたい．被

災体験をはじめとする，いわゆる「負」の遺産は，観光

資源として大きな意味を持っている．後述する，「人と

防災未来センター」は，すでに JTB の神戸シティツア

ーに組み込まれ，多くの団体客が訪問して，震災への理

解を深めている．また，沖縄の戦跡や広島の原爆ド－ム

やひめゆり平和祈念館は，来場者を厳粛な気持ちにさせ，

学びへの意欲をかき立てる．とすれば，小千谷なり三宅

島なりの壮絶な被災体験も，十分に観光資源として機能

すると言える．特に三宅島の場合，まず数百年にもわた

る噴火の歴史があるため，かなり長いスパンで被災の歴

史を考える展示が可能となる点である．長い歴史の中で，

人々がどのように噴火に接してきたのかという展示は，

他の火山系博物館ではあまり例がないため，非常に意味

のあるコンテンツとなる．また，全島避難とそれに続く

避難生活については，社会科学の観点からはモデルとし

ての意義が大きい．昨今の国民保護法制に関する議論は，

地域の全住民を丸ごと移動させる方法について実務的

な検討が行われているが，三宅島の経験は避難後の生活

も含めて，様々な示唆と教訓を与えることが可能である．

噴火に関する展示を考えた場合，やもすれば火山につい

ての自然科学的なものに集中してしまう懸念があるが，

地域住民が計画段階から参画することで，単なる火山博

物館を越えた，地域やコミュニティの維持・再生までも

射程入れた意義深い博物館展示が可能になると考えら

れる． 

 

ⅲ  運営 

現代の博物館は地域と離れては存立し得ないし，また

そうでなければ作る意味も乏しい．博物館が開館した後

に，地域との関わりを維持するための方策を重視する必

要がある．本節では，このような現代の要請に応えるた

めの運営についての提言を行う． 

博物館にとってモノは命であるともいえるが，モノの

管理だけでは，来館者を増やすことも，来館者のニーズ

を充足させることも難しい．博物館のハコは，単なる倉

庫ではなく地元の文化とビジターの出会いの場として

機能するべきであり，そのためには博物館が地域住民と

ビジターとの接触の場として機能しなければならない．

具体的には，博物館の中に，地元の人たちの学習センタ

ーや芸能の練習所となる場が必要であるし，ビジターか

らの要請に応じて，地元の自然や文化，被災を含めた体
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験について語ることのできる人材を用意し，ビジターと

交流させる仕組みが必要である． 

また，これまでの学芸員は，資料収集・保存・研究に

ついては熱心であったが，展示について心を砕く人は少

なかった．博物館にビジターセンターとしての機能を持

たせる以上，展示の専門家を起用すべきである． 

さらに，昨今の観光シーンでは，体験型プログラムが

重視されている．モノを見せ，学ぶ仕組みに加えて，何

らかの体験型プログラムを用意した方が望ましい．その

場合，体験が陳腐なものにならないように配慮すること

が重要である．都市部のカルチャーセンターで学べるよ

うな体験では意味がなく，長時間長距離の移動を経て，

そこでしかできない体験をプロデュースすることが肝

要となろう．より具体的には，地域の料理づくりや民謡

歌唱・踊りなどが挙げられであろうが，これまで知られ

ていなかった別のコンテンツを掘り起こしていくこと

も博物館の使命であると言える． 

 

Ⅴ．総括と今後の課題 

被災体験は，確かにつらいものであるが，それを機に

まちづくりを考え直し，地域をよりよいものに再構築し

ていくチャンスとなりうる側面も持っている．また，被

災したことで地域がメディアによって著名地になると

いう現象も否定できない．例えば，小千谷という名前も

災害がなければ全国区になることはなかったかもしれ

ない．復興を単なる土木事業の集積にせずに，観光地と

して生まれ変わるためには，災害復旧が終わった復興段

階において，被災後の地域住民が地元の文化を見つめ直

すことが重要である．その上で，被災地からの情報発信

を行うとともに，来訪者を受け入れることで，新たな文

化交流と相互啓発が可能となり，リピーターが発生し，

地域外に長期的なサポーターが育つのである．そのため

の仕掛けがエコミュージアムの考え方であり，用いられ

る手法がアートマネジメントであると総括したい． 

最後に今後の課題に触れておきたい．今回の論考は，

被災地が従来から観光地であったか否か，および観光

産業が成功しているか否かという観点からのみ試みて

いるが，観光立地の分析については，“都市型観光（ア

ーバンツーリズム）かリゾート型観光か”“コンベンシ

ョンが可能か”など多面的な分析が必要である．今後

は被災地の観光産業を分析するに当たり，本稿で試み

たカテゴライズをより細分化して，多方面から分析し

てみたいと考えている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 

(1) 有馬温泉における風評被害は，厳密には風評被害の例には入らない．

“風評被害”という言葉は，観光学の世界で定着しつつある用語であ

るが，通常の用法と意味は異なっている．風評被害という言葉は，何

らかのマイナス現象（原発事故や土壌汚染など）要因が発生した場合

に，実際はなんの影響もでていない商品やサービスにおいて消費の減

少が起こることを指し，この意味においては特別，観光学に特有の意

味を定義する必要はない．しかし通常の経済活動における風評被害は，

消費者が対象の財やサービスに対して何らかの不安感をもっているた

めに生じてくるものであるのに対し，観光分野における“風評被害”

という概念は，消費者の不安感によってサービスの消費の減少が起こ

るというだけではなく，被災地に遊びに行くことの罪悪感や消費欲求

の低減によって生じるものであり，消費者が対象のサービスの実態を

よく知っていたとしても生じうるという意味で，通常の“風評被害”

とは様相を異にする．   

(2)この種の「住民の声」を反映した博物館的施設として，兵庫県にある

“人と防災未来センター”を挙げることが出来る．このセンターは博

物館法上の博物館ではないが，事実上，観光資源としての博物館の役

割を担っている．阪神・淡路大震災を機に作られたこの施設は，元来

は純粋な研究機関であり，博物館法に該当する博物館ではない．しか

し，２階から４階のエリアは展示スペースとして供用されており，修

学旅行等をはじめ，多くの視察団を受け入れている．展示内容は，自

然科学的なものは少なく，大都市における地震が社会にどのような影

響を与え，社会がどのように変化していったのかという観点から展示

が構成されている．展示の信頼性も高く，また設置者や地元の人々の

思いを感じることができるため，大変すばらしい博物館的施設である

と言える．インタビュー調査によれば，当館設置のかなり前から地元

の人々の声を展示に反映させるための作業が行われており，昨今の公

共空間づくりのモデルとしても興味深い． 

(3)本稿は 2006 年－2008 年にかけて，地域安全学会の一般論文として発表

した複数の論考をベースに，加筆修正したものである． 
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